
      

      
                                                

愛媛大学の全学的な取組 

「地域にあって輝く大学」「学生中心の大学」をめざして 

 

 

  学長のリーダーシップの確立と柔軟な資源配分の実施   

１． 愛媛大学の経営戦略 

○ 『愛媛大学憲章』制定（平成１７年３月） 
・愛媛大学の理念と目標の制定 

     「地域にあって輝く大学」の実現 

「学生中心の大学作り」に努める 

   ・重点活動分野の明確化 

「地域・環境・生命」を主題とする教育研究を重点的に推進 

 

○ 愛媛大学の基本方針 
（１） 学生中心の大学を宣言し，入学から卒業・就職に至るまで徹底して学生

の教育と生活支援の向上を図ることを追求する。 
（２） 学術研究では，世界的レベルのピークがいくつかそびえ，それを支える

基盤として厚みのあるユニークな研究組織を持つ大学をめざす。 
（３） 地域にある国立大学として，あらゆる分野において存在感を示す高度の

社会貢献を行う。 
 
○ 管理運営組織の改革（事務機構改革），教学と経営の統一 

・教育研究支援体制，企画立案部門の強化・充実 
・係組織に代わる弾力的なチーム制の導入 
・専門性と効率性の向上を図る「室」の設置 
・教学と経営の統一，理事と事務組織のライン化 

 

２．戦略的な資源配分 

○ 予算編成方針の策定と資源配分方法 
・予算確保優先順位の確立 
１）政策的予算の確保（教育研究重点経費・学長裁量経費・営繕経費） 
２）学部施設等の教育研究費の確保 
３）教育施設の整備 
４）管理運営費 
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○ 学長裁量経費の確保・活用 
・研究開発支援経費（平成１６年度 １．１億円） 
・海外派遣経費（若手研究者の海外研究の支援） 
・労働安全衛生法による資格保有者確保に係る経費 

   ・学生による調査・研究プロジェクト（プロジェクトＥ） 
 
○ 予算配分における競争的なプロセスの導入 

・研究推進のための学内公募型研究プロジェクトの実施 
（ＣＯＥ育成支援研究，特別推進研究，萌芽的研究，研究推進ラボ，研究基盤設備） 

 

３．戦略的な人的資源の活用 

○ 職員の採用・養成方針の策定 
・全国公募による民間の就職課長の登用 

   ・人事全般の基本方針を決定する「人事計画委員会」の発足 
 
○ 学長裁量人員枠の確保・活用 

・学長裁量定員（７名）を政策的に配置 
・教員人事については，定年後原則として１年間不補充 

 
○ 教員の役割分担システム導入の検討 

・「教育コーディネーター（教育重点教員）」の配置を検討 
 

４．既存施設の有効活用 

・本学の主要施策に則ったスペースの配分計画の策定 
共通教育棟の有効活用（「地域創成研究センター」，「ピアサポートルーム」， 

「スーパーサイエンス特別コース」研究室，法科大学院演習室） 
 
 

 国立大学法人としての経営の確立と活性化  

１．経営体制の確立と業務運営の効率化 

○ 予算執行の責任体制 
・「財務計画役員会」の設置 

 
○ 学長中心の意思決定 

・理事，学長特別補佐による「拡大役員会」の設置 
・各種委員会を運営協議会，役員会に統合することで意思決定の迅速化 
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・学長のリーダーシップを支える組織 
経営政策室  ：大学の運営政策のシンクタンク 
経営情報分析室：学内の各種データの収集・分析 
        「教員活動実績データベース」の構築 
自己点検評価室：全学自己点検評価の司令塔 

「教員の総合的業績評価」の実施 
機関別認証評価への取組 
 

２．財務内容の改善・充実 

○ 経費の抑制に関する具体的な方策 
・『地球環境に優しい愛大を目指して』をスローガンに経費節減 
 （光熱水料・電話料・郵便料の削減，定期刊行物等の購読見直し， 

紙類リサイクル，「ヤスクール大作戦」と名付けて文具等購入方法の改善） 
・省エネルギー指導員（１１５名）の配置 

・旅費業務の全面的外部委託（試行的に航空券予約システムの導入） 

 
○ 財政計画と附属病院の経営改善 

・適切な人件費管理のために人件費のシミュレーション作成 
・附属病院の経営改善（診療情報管理士の採用，病棟クラークの配置） 

 
○ 自己収入獲得の努力 

・大学発ベンチャー企業「（株）セルフリーサイエンス」 
未公開株の譲渡依頼，「大学基金」創設への検討 

・東レ株式会社愛媛工場と研究協力協定 
・知的財産本部の設置，四国ＴＬＯと連携協力協定 
・「社会連携推進機構」を中心に外部資金の獲得努力 

 

３．教育研究組織の充実 

・学生中心の大学作りの中核『愛媛大学教育・学生支援機構』の設置 
「教育開発センター」「英語教育センター」「留学生センター」「学生支援センター」 

・『スーパーサイエンス特別コース（ＳＳＣ）』の設置 
・「社会連携推進機構」の設置 

     「地域共同研究センター」「地域創成研究センター」「知的財産本部」を統括 
 

４．学生サービス・修学支援 

・授業料や入学金免除制度の見直しによる弾力的運用 
・「就職課」の設置，キャリア教育の充実 
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   ・「学生支援センター」の設置，修学支援・学生相談の充実 
・校友会による支援（海外派遣・学業奨励金・修学資金貸与，留学生奨学金等） 
・キャンパスボランティア活動の推進 
・キャンパスライフ支援施設の実態調査の実施 

 

５．施設マネジメント 

・全学共同利用スペースの利用について公募制を実施 
・トイレ環境・防水老朽箇所等についてハザードマップの作成 
・改善年次計画の策定（実施のための事業費を全学経費から確保） 
・施設維持保全業務を集中化し一元管理を実施 

 

６．安全衛生管理体制 

・「安全衛生管理室」の設置，「愛媛大学化学物質管理システム」の導入 
・「衛生工学衛生管理者」「産業医」資格者の養成 

 
 

 社会に開かれた客観的な経営の確立   

１．外部有識者の活用 

・「経営協議会」委員からの意見・提言（開催回数：４回） 
・外部有識者を客員教授，参与，顧問等として積極的に招聘 

 

２．監査機能の充実 

・「監事監査実施基準」の策定 
・監事監査による業務改善提案 

 

３．情報公開・積極的な情報発信 

・「ｉ愛センター（インフォメーションセンター）」の活用 
情報公開室・学長定例記者懇談会開催・問い合せのワンストップサービス 

・大学広報戦略の企画部門「広報室」の設置 
・「愛媛大学東京オフィス」の設置，首都圏への情報発信 
・ホームページによる迅速・的確な情報提供 
・広報誌「Line」のリニューアル 
・情報の共有化（議事要旨などを学内Ｗｅｂ上で共有） 
・Ｅメール（EU_BBSmail）を利用した学内周知（ペーパーレスの促進） 



平成16事業年度に係る業務の実績に関する報告書

資 料 編

平成１７年６月

国立大学法人

愛 媛 大 学
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資料１

I はじめに

愛媛大学は，昭和２４年に新制国立大学として，松山高等学校，愛媛師範学校，愛媛青年師範学校，新居浜工業専門学校を母体として文理

学部，教育学部，工学部の３学部で発足した。昭和２９年には松山農科大学を母体とする農学部，昭和４８年には新設の医学部が加わり，現

在では法文学部，教育学部，理学部，医学部，工学部，農学部の６学部と大学院７研究科からなる学生約１万人を擁する四国最大の総合大学

となった。その間，社会の知的・文化的水準の向上に貢献するとともに，さまざまな分野で多くの優れた人材を世に送り出してきた。

平成１６年４月１日，愛媛大学は国立大学法人愛媛大学となり，国の一機関の立場を離れ独立した経営体として再出発することになった。

この大変革期にあたり 「地域にあって輝く大学」を目指す愛媛大学は，その理念と目標を以下に定め 「愛媛大学憲章」を制定する。， ，

II 愛媛大学の理念

(1) １００年の伝統に学ぶ

(2) 知の共同体を築く

(3) 「地域にあって輝く大学」を創る

III 愛媛大学の目標

( ) 教育1
(2) 研究

(3) 社会貢献

(4) 大学運営

IV 愛媛大学憲章

愛媛大学は，平成１６年４月１日に国立大学法人愛媛大学となり，国の組織から独立した経営体として再出発することになった。愛媛大学

は，学校教育法に謳われた大学の目的を踏まえ，自ら学び，考え，実践する能力と次代を担う誇りをもつ人間性豊かな人材を社会に輩出する

ことを最大の使命とする。とりわけ，地域に立脚する大学として，地域に役立つ人材，地域の発展を牽引する人材の養成がこれからの主要な

責務であると自覚する。知の創造と知の継承を担う学術拠点として愛媛大学は，基本目標を以下に定め，全構成員の指針とする。

■教育

１ 愛媛大学は，学生が豊かな創造性，人間性，社会性を培うとともに，自立した個人として生きていくのに必要な知の

運用能力，国際的コミュニケーション能力，論理的判断能力を高める教育を実践する。

２ 愛媛大学は，地域・環境・生命に関連する教育に力を注ぎ，地域の現場から課題を発見し解決策を見いだす能力を育

成する。

３ 大学院においては，人間・社会・自然への深い洞察に基づく総合的判断力と専門分野の高度な学識と技能が身につく

教育を実施する。

４ 愛媛大学は，学生が入学から卒業・修了まで安心して充実した大学生活を送ることができる学生支援体制を築く。

■研究

５ 愛媛大学は，基礎科学の推進と応用科学の展開を図り，知の創造と知の統合に向けた学術研究を実践する。

６ 愛媛大学は，地域にある総合大学として，もてる知的・人的資源を生かし，地域・環境・生命を主題とする学術研究

を重点的に推進する。

７ 愛媛大学は，先見性や独創性のある研究グループを組織的に支援し，世界レベルの研究拠点形成を目指す。

■社会貢献

８ 愛媛大学は，学術研究成果の還元と優れた人材の輩出を通して，社会の持続可能な発展，人類と自然環境の調和，世

界平和に貢献する。

９ 愛媛大学は，産業，文化，医療等の幅広い分野において最高水準の知識と技術を地域に提供するとともに，地域の諸

課題の解決に向けて人々とともに考え，行動し，地域社会の自律的発展に貢献する。

■大学運営

愛媛大学は，相互に協調し啓発しあう人間関係を基調とした知の共同体を構築し，構成員の自発的・主体的活動を尊10
重する。

愛媛大学は，大学の特性と現状の批判的分析の上に立って明確な目標・計画を定め，機動的で戦略的な大学経営を行11
う。
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資料２

広報誌 Ｌｉｎｅ２４ p18

資料３
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資料４

平成１７年５月１６日付 毎日新聞

広報誌 Ｌｉｎｅ２２ p８
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資料５ 広報誌Ｌｉｎｅ２４ ｐ１８

平成１６年８月１７日付 愛媛新聞
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資料６

愛媛大学概要２００４ ｐ４
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資料７
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資料８
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資料９

愛媛大学概要２００４ ｐ５
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資料１０

平成１６年１１月２８日付 毎日新聞
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資料１１

「２００４年愛媛県下における自然災害学術調査団報告書」表紙

平成１６年１０月３日付 読売新聞
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資料１２ 平成１７年３月２７日付 愛媛新聞
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資料１３ 愛媛大学概要２００５ ｐ３０

愛媛大学概要２００４ ｐ３０
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資料１４



14

資料１５
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資料１６
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資料１７

広報誌Ｌｉｎｅ２４ ｐ１７

資料１８

広報誌Ｌｉｎｅ２４ ｐ１７


